
おおさとおおさと

次回定例会

9月3日㈭から

9月18日㈮まで

午前10時～

ライブ中継と録画を動画サイ
ト「YouTube（ユーチュー
ブ）」にて、配信しています。
下記のQRコードよりご覧に
なれます。
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　今
年
も
大
郷
小
６
年
生
が

定
例
会
を
傍
聴
し
、
感
想
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
議
会
を

身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
く
機

会
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

　議
会
報
告
会
で
は
た
く
さ

ん
の
ご
意
見
ご
要
望
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。
課
題
は
一
朝

一
夕
に
解
決
で
き
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
現
場
の

声
に
耳
を
傾
け
、
一
つ
一
つ

着
実
に
取
り
組
む
こ
と
が
議

会
の
責
任
だ
と
感
じ
て
い
ま

す
。　こ

れ
か
ら
も
分
か
り
や
す

く
親
し
み
や
す
い
広
報
づ
く

り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
引
き
続
き
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　鎌
田

　暁
史

菊地　路子 さん
（川内）

みちこきくち

町村議会議員講座（県自治会館）

７/２ 「人口減少時代の地方議会のあり方」

東京都立大学人文社会学部教授　山下　祐介　氏

７/３ 「これからの地方議会と地方議員」
東京都立大学法学部教授　大杉　　覚　氏
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３
年
前
に
大
郷
町
へ
転
居
し
て
き
た
時
、
夜
空
に
浮
か

ぶ
星
の
美
し
さ
に
感
動
し
ま
し
た
。
豊
か
な
自
然
と
温
か

い
人
に
囲
ま
れ
た
こ
の
町
が
大
好
き
で
す
。
だ
か
ら
こ

そ
、
次
世
代
を
担
う
子
供
た
ち
の
教
育
環
境
の
充
実
を

願
っ
て
い
ま
す
。

　
近
隣
市
町
村
で
は
、
放
課
後
に
学
習
や
体
験
活
動
を
行

う
﹁
放
課
後
子
供
教
室
﹂
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
大
郷

町
で
も
こ
う
し
た
場
を
設
け
、
将
来
的
に
は
、
町
長
が
公

約
に
掲
げ
て
い
る
﹁
町
塾
﹂
の
開
講
へ
と
つ
な
げ
て
ほ
し

い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
子
供
た
ち
の
学
習
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
仕
組
み
が
で
き
れ
ば
、
町
全
体
の
学
力
向
上
や
、
安

心
で
き
る
居
場
所
づ
く
り
に
な
る
と
考
え
ま
す
。
基
礎
学

力
は
子
供
た
ち
の
夢
の
土
台
と
な
り
ま
す
。
私
自
身
、
将

来
は
そ
の
﹁
町
塾
﹂
な
ど
の
場
で
、
子
供
た
ち
の
学
び
を

支
え
る
お
手
伝
い
が
で
き
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。
議
会

の
皆
様
に
は
、
大
郷
の
宝
で
あ
る
子
供
た
ち
の
未
来
に
向

け
た
、
積
極
的
な
教
育
施
策
の
推
進
を
期
待
い
た
し
ま

す
。

　５月１５日、令和８年４月岩手県大槌町で発生

した林野火災によって被災された方々の生活

を支援するため、義援金を贈りました。

大槌町
林野火災義援金

日本赤十字社を通し被災地支援に

義援金額　１２万円
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　ぼくは、授業で学習した議会を見学して、町
長や議員の方々が大郷町の未来について、色々
な意見を交わしながら、真剣に話し合ってくれ
ている姿に、とても嬉しくなりました。議会で
出た意見、提案はすぐに採用されるのかと思っ
ていましたが、町長が全員の意見を聞いたうえ
で、まずは町民の安全を第一に考え、よりよい
町を作るために様々な工夫をしながら動いてく
ださっていることが分かりました。
　今、ぼくたちが大郷町で安心して暮らせてい
るのは、こうやってたくさんの人たちが議会で
話し合いをしてくれているからで、感謝の気持
ちでいっぱいです。
　貴重な議会見学に参加でき、とてもいい思い
出になりました。本当にありがとうございました。

千葉　大輝 さん
（６年２組）

　ち　ば　　　たい　き

議会見学を終えて

　私は、六年生になって初めて校外学習で議会
に行きました。最初に議場に入ったとき、私は、
緊張していましたが議長さんが、
「みなさん、おはようございます。」
と優しく言ってくれて、緊張がとけました。議
場には、議長さん、副議長さん、町長さん、教
育長さん、議員さん、各課の課長さんなどがい
ました。座っている位置は、議長さんが一番上
にいました。座る姿勢がみんな良くてすごいな
と思いました。話し方は、すらすらと話す人や
はっきりと話す人がいました。机は、三つほど
つながっていて、マイクが全ての机についてい
ました。タイマーには、出席人数や発言時間な
どが書いてありました。
　議会は、私たち町民のために色々なことを話
し合っていました。テレビなどで見ていたこと
を現実で見ることができて、この経験を今後の
生活に活かしたいです。

高橋　幸愛 さん
（６年１組）

たかはし　　　ゆ　な

議会に行って学んだこと

　ぼくは、大郷町議会を見学して、たくさんの

人が大郷町をよりよくするための話し合いをし

ていることを初めて知りました。議会には最初

とてもむずかしいイメージを持っていましたが、

実際は自分たちの町や学校など身近な事につい

ての話し合いをしていておどろきました。また、

しっかり相手に伝わるように話したり、意見が

ちがってもしっかり話を聞きながら進めている

のが印象に残りました。

　ぼくたちの町はこういう話し合いによって、

安全に暮らせ学校にも行けているので、議会は

とても大切な場所だと感じました。

水田　蓮翔 さん
（６年２組）

みず　た　　　れん　と

大郷町議会を見学した感想

　私は、六月三日に議会見学に行きました。初
めての議会見学で胸を高ならせながら議場に入
りました。そこは、緊張感ただようピリピリと
した雰囲気で教育長さんや、町長さんが座って
いました。まもなくして始まった会議を見て私
が学んだことは、私たちがなにげなく生活して
いるこの町は、たくさんの人々の試行錯誤に
よって支えられているのだということです。私
たちの町は、十年後には小中学生が減少し、一
学級になると見込まれています。その問題を解
決するためには、住宅の充実や支援などを行い
町民の生活を守ることが大切です。このように
私たちの知らない所で、たくさんの人々が私た
ちにかかわっていることが分かりました。
　私は、この会議を見て私たちを支えている
人々に感謝し、今私に出来る事は何かを考え行
動していこうと思いました。

高橋あゆむ さん
（６年１組）

たかはし

議会見学で学んだこと
大郷小
６年生

議会を傍聴
令和８年６月３日、大郷小学校の６年生62人が
議会を傍聴し、一般質問の様子を見学しました。

議会を傍聴議会を傍聴

▲６年１組

▲６年２組

令和８年８月
№223

おおさとおおさと
みんなの議会みんなの議会 みんなの議会みんなの議会

令和８年８月
№223

おおさとおおさと
みんなの議会みんなの議会
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議案採決結果一覧表

一般議案

6月定例会
　一般議案は報告６件、条例の一部改正４件について審議し

原案どおり可決しました。

報告のみ

質問議員 質　　問　　件　　名 掲載ページ

Ｐ ６

Ｐ ７

Ｐ ８

Ｐ ９

Ｐ10

１．大規模林野火災発生時の備えは
２．支倉常長公と縁のある自治体との交流を
１．女性防火クラブについて
２．ふれあい農園について
３．環境美化対策について

１．災害支援型自動販売機設置の推進を
２．町観光スポットの整備を
３．リチウムイオン電池回収の周知を
１．介護保険料について
２．木造住宅耐震改修について
３．町議会の解散請求署名について

１．ふるさと納税について
２．オーガニックビレッジについて

１．町長公約の進捗状況は
２．道の駅に温泉施設を

金須　新一　議員
き　す　　　しんいち

田中三惠子　議員
たなか　み　え　こ

赤間　則幸　議員
あか　ま　　　のりゆき

佐々木和夫　議員
さ　さ　き　かず　お

鎌田　暁史　議員
かま　だ　　　あきふみ

１．部活動遠征時の安全管理
２．中東情勢の影響による支援
３．10年後　町の未来図鈴木　利博　議員

すず　き　　　としひろ

１．大郷町かわまちづくり事業の進捗について
２．粕川地区コミュニティセンターについて
３．ＳＳＰ事業予定地の基盤整備再編入の状況は鈴木　安則　議員

すず　き　　　やすのり

１．観光の振興について
２．商工業の振興について
３．住環境整備支援について赤間　繁幸　議員

あか　ま　　　しげゆき

鈴木　恵子　議員
すずき　　　　　けいこ

次ページから一般質問次ページから一般質問次ページから一般質問

補正予算

報告

議案

石
垣
正
博

高
橋
重
信

熱
海
文
義

田
中
三
惠
子

金
須
新
一

鈴
木
恵
子

佐
々
木
和
夫

赤
間
則
幸

鈴
木
利
博

鎌
田
暁
史

赤
間
繁
幸

鈴
木
安
則

採
決
結
果

議　　　　案　　　　名
（略　称）分類

可
可
可
可
可

○
○
○
○
○

○
○
○
○
○

○
○
○
○
○

○
○
○
○
○

○
○
○
○
○

○
○
○
○
○

○
○
○
○
○

○
○
○
○
○

○
○
○
○
○

○
○
○
○
○

○
○
○
○
○

‐
‐
‐
‐
‐

可：可決　　否：否決　　○：賛成　　●：反対　　退：退席　　欠：欠席
※可否同数でない限り、議長（石垣正博）は採決に加わらない。

（↑）は増額、（↓）は減額

報告第２～７号

議案第35号

放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を求める条例の一部改正について
特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部改正について
水道事業給水条例の一部改正について

家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正について

一般会計(第２号)　57億8660万8千円（1億2870万７千円↑）

議案第31号
議案第32号
議案第33号
議案第34号

【議案第31号】　大郷町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一
部改正について

　　児童福祉法の一部改正に伴うもの。

【議案第32号】　大郷町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条
例の一部改正について

　　児童福祉法の一部改正に伴うもの。

【議案第33号】 大郷町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準
を定める条例の一部改正について

　　児童福祉法の一部改正に伴うもの。

【議案第34号】 大郷町水道事業給水条例の一部改正について
　　給水区域を追加するもの（大松沢地区：新堀・相ノ田）。

Ｐ11

Ｐ12

Ｐ13

Ｐ14

9名が町政を質す!9名が町政を質す!

第
２
回
定
例
会

　一般会計補正予算（第２号）は歳入歳出それぞれ1億2870万7千円を
追加し、 総額は57億8660万8千円となりました。

熊対策、農業支援を計上

コンバインコンバイン大郷小学校大郷小学校

侵入防止フェンス
設置工事

地域農業構造転換
支援事業補助金

4000
万円

2100
万円

2078
万円

果樹伐採業務
（熊対策） 施設備品購入費

昨年度は98本を伐採、今年度は180
本を伐採予定

道の駅２階に県産材を使用した「置き
型授乳室」を設置予定

121
万円

6月定例会
補正予算

教
材
備
品
購
入
費
　
　（
８
８
０
万
円
）

問
　
単
価
増
と
な
っ
た
の
は
何
台
分
か
。

答
　
小
・
中
学
校
で
今
年
度
に
導
入
を
予

定
し
て
い
た
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
３
８
０
台

分
。

社
会
福
祉
協
議
会
施
設
改
修
補
助
金

（
５
７
２
万
円
）

問
　
改
修
内
容
は
。

答
　
施
設
内
の
和
式
ト
イ
レ
を
洋
式
に
切

り
替
え
、
男
子
ト
イ
レ
の
一
部
を
多
目
的

に
使
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

会
計
年
度
任
用
職
員
報
酬

（
１
２
６
７
万
円
）

問
　
６
名
分
の
人
件
費
だ
が
、
役
場
内
の

業
務
遂
行
に
問
題
は
な
い
の
か
。

答
　
各
課
か
ら
聞
き
取
り
を
行
い
、
必
要

な
予
算
を
計
上
し
た
。
本
来
は
正
式
な
職

員
を
採
用
す
べ
き
で
あ
る
が
、
会
計
年
度

任
用
職
員
と
の
連
携
に
よ
り
事
業
は
可
能

で
あ
る
。

熊
緊
急
対
策
出
役
費
（
２
２
３
万
円
）

問
　
猟
友
会
へ
の
経
費
支
払
い
の
改
善
は
。

答
　
従
来
の
年
１
回
の
支
払
い
を
年
２
回

と
協
議
会
で
相
談
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
引
き
続
き
、
県
か
ら
の
交
付
金
を
原

資
と
し
て
い
く
。

主  

な  

質  

疑

問答問答問答問答

問　工事内容は。
答　熊の侵入を防止するため、小学校の南
側に高さ約２メートルのフェンスを設置す
る。

問　補助内容は。
答　農業法人にコンバイン３台（うち１台
はリース）、トラクタ１台の農業用機械の導
入を支援する。

令和８年８月
№223

おおさとおおさと
みんなの議会みんなの議会 みんなの議会みんなの議会

令和８年８月
№223

おおさとおおさと
みんなの議会みんなの議会
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一
般
質
問

答
　
町
長
　
環
境
衛
生
組
合
長

の
皆
さ
ま
か
ら
、
情
報
提
供
さ

れ
て
い
る
。
ゴ
ミ
ゼ
ロ
作
戦
実

施
日
だ
け
で
な
く
、
不
法
投
棄

等
の
発
生
の
連
絡
の
際
は
、
現

場
を
確
認
し
対
応
し
て
い
る
。

ま
た
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
と
の
業
務
委
託
契
約
に
よ

り
、
週
２
回
程
度
、
町
内
を
巡

回
し
、
報
告
が
あ
る
。

　
今
後
も
地
域
の
皆
さ
ま
と
連

携
を
図
り
、
早
期
発
見
・
発
生

抑
制
に
努
め
る
。

▲みんなできれいな町づくり

女性防火クラブの在り方は

（町長）

問
　
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
は
、
行

政
区
に
よ
っ
て
活
動
の
負
担
に

差
が
あ
る
と
感
じ
る
が
、
町
と

し
て
現
状
把
握
は
さ
れ
て
い
る

か
。

答
　
町
長
　
女
性
防
火
ク
ラ
ブ

に
限
ら
ず
地
区
役
員
の
な
り
手

不
足
で
苦
労
さ
れ
て
い
る
こ
と

は
把
握
し
て
い
る
。

問
　
従
来
型
に
こ
だ
わ
ら
ず
、

持
続
可
能
な
地
域
防
災
組
織
と

し
て
の
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
の
在

り
方
を
町
は
示
す
べ
き
で
は
。

答
　
町
長
　
行
政
区
選
出
団
体

の
運
営
状
況
等
を
確
認
し
、
各

行
政
区
の
考
え
方
も
聞
き
な
が

ら
、
地
域
の
実
情
に
あ
っ
た
持

続
的
な
組
織
づ
く
り
を
共
に
考

え
て
い
き
た
い
。

問
　
「
ゴ
ミ
ゼ
ロ
ク
リ
ー
ン
作

戦
」
は
単
年
度
の
清
掃
活
動
と

し
て
捉
え
て
い
る
の
か
。
継
続

的
な
環
境
美
化
対
策
へ
と
結
び

付
け
て
い
る
の
か
。

答
　
町
長
　
町
民
の
皆
さ
ま
の

ゴ
ミ
ゼ
ロ
へ
の
意
識
の
高
揚
を

図
り
、
清
潔
で
快
適
な
ま
ち
づ

く
り
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
る
。
町
内
一
斉
に
行
う

ク
リ
ー
ン
作
戦
と
各
地
区
の
活

動
を
継
続
し
、
環
境
美
化
対
策

を
図
っ
て
い
く
。

問
　
現
在
、
50
区
画
中
１
区
画

の
み
の
利
用
者
、
地
権
者
と
今

年
度
の
賃
貸
借
契
約
は
単
年
契

約
と
な
っ
て
い
る
。
現
時
点
で
、

来
年
度
以
降
に
向
け
、
ど
の
よ

う
な
方
向
性
を
検
討
し
て
い
る

の
か
。

答
　
町
長
　
現
在
、
民
間
企
業

等
と
の
協
議
の
中
で
、
貸
農
園

事
業
に
と
ど
ま
ら
な
い
多
角
的

な
利
活
用
の
可
能
性
に
つ
い
て

調
整
し
て
い
る
。
新
た
な
展
開

が
見
込
め
な
い
場
合
は
、
賃
料

の
減
額
や
土
地
の
返
還
も
含
め
、

地
権
者
と
協
議
す
る
。

問
　
来
年
度
の
貸
農
園
事
業
の

継
続
・
見
直
し
の
判
断
時
期
は
。

答
　
町
長
　
今
年
中
に
示
し
て

い
き
た
い
。

問
　
「
ゴ
ミ
ゼ
ロ
ク
リ
ー
ン
作

戦
」
を
通
じ
て
、
行
政
区
ご
と

の
ポ
イ
捨
て
、
不
法
投
棄
の
発

生
箇
所
に
つ
い
て
、
情
報
収
集

を
行
っ
て
い
る
か
。

ふ
れ
あ
い
農
園

ふ
れ
あ
い
農
園

環
境
美
化
対
策

環
境
美
化
対
策

鈴木　恵子議員

組織づくりを共に考えていきたい

すず き けい こ

支
倉
常
長
公
と
縁
の

あ
る
自
治
体
と
の

交
流
を

本
町
は
終
焉
の
地
と
さ
れ
て
い

る
。
産
業
振
興
、
文
化
交
流
等
、

今
後
深
い
つ
な
が
り
を
持
て
る

可
能
性
が
あ
る
と
考
え
る
が
。

答
　町
長
　
こ
れ
ま
で
目
立
っ

た
交
流
は
な
か
っ
た
が
、
歴
史

的
な
強
い
「
縁
」
で
結
ば
れ
て

い
る
。
ま
ず
は
文
化
や
教
育
の

面
か
ら
交
流
の
き
っ
か
け
を
模

索
し
て
、
将
来
的
に
は
産
業
振

興
や
観
光
等
多
角
的
に
連
携
し
、

双
方
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
よ

う
努
め
て
い
く
。

た
場
合
、
迅
速
か
つ
適
切
な
対

応
が
可
能
な
状
況
に
あ
る
の
か
。

答
　町
長
　大
船
渡
市
や
大
槌

町
へ
の
派
遣
活
動
を
経
験
さ
れ

た
黒
川
地
域
消
防
本
部
の
助
言

を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
対
応
し

て
い
く
。

問
　ス
ペ
イ
ン
の
コ
リ
ア
・
デ

ル
・
リ
オ
市
と
交
流
を
再
開
し
、

将
来
的
に
は
友
好
都
市
提
携
等

を
結
ぶ
こ
と
を
念
頭
に
観
光
・

教
育
・
文
化
等
の
発
展
を
目
指

し
て
、
国
際
交
流
す
る
こ
と
が
、

本
町
に
と
っ
て
有
益
な
取
り
組

み
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
が
。

答
　町
長
　
支
倉
常
長
公
ゆ
か

り
の
地
と
し
て
、
教
育
・
文

化
・
産
業
等
の
各
分
野
で
国
際

的
な
視
野
を
広
げ
る
こ
と
は
、

地
域
の
活
性
化
や
人
材
育
成
に

資
す
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

　
今
後
は
、
「
支
倉
都
市
同

盟
」
を
通
じ
、
交
流
再
開
の
可

能
性
や
新
た
な
形
で
の
国
際
交

流
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
を

進
め
る
。

問
　山
形
県
米
沢
市
は
、
支
倉

常
長
公
の
誕
生
の
地
で
あ
り
、

問
　全
国
各
地
で
、
大
規
模
な

林
野
火
災
が
発
生
し
て
い
る
。

消
防
団
現
有
資
機
材
は
、
ど
の

よ
う
な
状
況
な
の
か
。

答
　町
長
　主
な
も
の
と
し
て

小
型
ポ
ン
プ
積
載
車
５
台
、
小

型
ポ
ン
プ
17
台
、
ホ
ー
ス
２
６

９
本
、
無
線
機
37
台
、
背
負
い

式
消
火
水
の
う
６
個
、
ス
コ
ッ

プ
、
ホ
ー
ク
等
に
な
る
。

問
　大
規
模
な
林
野
火
災
に
備

え
て
の
訓
練
等
、
十
分
に
実
施

さ
れ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
予

防
対
策
の
取
り
組
み
は
。

答
　町
長
　黒
川
地
区
支
部
で

の
長
距
離
中
継
送
水
訓
練
や
小

型
ポ
ン
プ
操
法
訓
練
の
実
施
。

予
防
対
策
は
、
消
防
団
に
よ
る

警
戒
活
動
や
黒
川
地
域
消
防
本

部
と
の
連
携
強
化
を
図
っ
て
い

る
。

問
　自
衛
隊
や
緊
急
消
防
援
助

隊
が
、
応
援
に
駆
け
つ
け
て
き

大規模林野火災発生時の備えは

一
般
質
問

▲資機材配備の強化を

金須　新一議員

（町長）黒川地域消防本部との連携強化を図っている

き す しん いち

し
ゅ
う
え
んえ

に
し
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一
般
質
問

の
安
全
対
策
も
必
要
で
は
。

答
　
町
長
　
安
全
確
保
の
た
め

の
維
持
管
理
は
最
低
限
必
要
。

引
き
続
き
適
切
な
対
応
を
し
て

い
く
。

問
　
当
町
に
、
リ
チ
ウ
ム
イ
オ

ン
電
池
（
パ
ソ
コ
ン
・
大
型

バ
ッ
テ
リ
ー
・
携
帯
電
話
な

ど
）
の
回
収
Ｂ
Ｏ
Ｘ
は
あ
る
か
。

答
　
町
民
課
長
　
役
場
内
に
設

置
は
な
い
が
、
ご
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
に
有
害
ご
み
と
し
て
出

せ
る
。

▲お湯でミルクやアルファ米調理‼

災害支援型自販機の設置を

（町長）

問
　
災
害
ベ
ン
ダ
ー
機
能
を
も

つ
自
販
機
の
設
置
状
況
は
。

答
　
町
長
　
設
置
し
た
こ
と
は

な
い
。

問
　
粕
川
地
区
防
災
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
や
フ
ラ
ッ
プ
大

郷
21
等
の
指
定
避
難
所
へ
の
設

置
を
検
討
し
て
は
。

答
　
町
長
　
必
要
性
は
理
解
し

て
い
る
。
町
に
負
担
を
か
け
ず

活
用
で
き
る
可
能
性
に
つ
い
て
、

業
者
と
話
し
合
い
を
進
め
た
い
。

問
　
東
日
本
大
震
災
の
経
験
か

ら
生
ま
れ
た
災
害
対
応
紙
カ
ッ

プ
式
自
販
機
は
、
浄
水
機
能
や

加
熱
機
能
を
内
蔵
し
、
粉
ミ
ル

ク
用
の
お
湯
を
提
供
で
き
る
な

ど
、
重
要
な
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
と

な
る
。

　
災
害
協
定
を
結
び
初
期
費
用

無
償
の
導
入
や
、
財
源
に
つ
い

て
も
補
助
金
等
の
対
象
と
な
る

問
　
黒
川
地
域
で
も
、
ご
み
収

集
車
の
火
災
が
あ
っ
た
。
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
配
布
は
あ
る
が
、
有

害
ご
み
の
捨
て
方
は
難
し
い
と

感
じ
る
。
さ
ら
に
丁
寧
な
情
報

提
供
を
し
て
は
。

答
　
町
民
課
長
　
環
境
衛
生
組

合
の
皆
さ
ま
に
研
修
で
捨
て
方

を
お
知
ら
せ
し
、
さ
ら
に
周
知

を
し
て
い
た
だ
く
。

※
災
害
ベ
ン
ダ
ー
機
能
付
き
自
販
機

…
通
常
時
は
普
通
の
飲
料
用
自
動
販

売
機
と
し
て
稼
働
し
、
災
害
や
停
電

時
に
専
用
の
操
作
を
行
う
こ
と
で
、

内
部
の
飲
料
を
無
償
で
提
供
で
き
る

機
能
を
持
っ
た
自
販
機
。
地
域
の
貴

重
な
「
飲
料
の
備
蓄
庫
」
と
し
て
機

能
す
る
。

可
能
性
が
あ
る
。
避
難
所
の
ご

み
を
大
幅
に
削
減
が
可
能
と
い

う
利
点
も
あ
る
。
防
災
の
体
制

強
化
を
推
進
し
て
は
。

答
　
町
長
　
設
置
の
可
能
性
、

財
源
に
つ
い
て
も
提
案
い
た
だ

い
た
の
で
活
用
方
法
な
ど
も
総

合
的
に
検
討
し
判
断
し
た
い
。

問
　
管
理
や
整
備
体
制
が
不
十

分
と
感
じ
る
公
園
が
あ
る
。
ト

イ
レ
の
整
備
が
必
要
で
は
。

答
　
町
長
　
観
光
施
設
と
し
て

の
需
要
も
確
認
し
、
ト
イ
レ
も

含
め
今
後
の
位
置
付
け
を
検
討

す
る
。

問
　
町
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
職
務
と

す
る
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
、

活
動
の
一
貫
と
し
て
、
木
製
な

ど
の
耐
久
性
の
あ
る
看
板
製
作

を
依
頼
し
て
は
。
ま
た
、
木
材

な
ど
の
経
費
を
賄
っ
て
も
ら
え

る
か
。

答
　
町
長
　
協
力
隊
の
活
動
内

容
や
ス
キ
ル
を
生
か
し
た
取
り

組
み
と
し
て
検
討
の
余
地
が
あ

る
。
資
材
費
の
負
担
は
、
確
認

の
上
検
討
す
る
。

問
　
観
光
シ
ー
ズ
ン
を
控
え
、

遊
歩
道
や
手
す
り
、
階
段
な
ど

観
光
ス
ポ
ッ
ト
の

整
備
を

観
光
ス
ポ
ッ
ト
の

整
備
を

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池

回
収
の
周
知
を

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池

回
収
の
周
知
を

設置の可能性について総合的に判断

た なか み え こ

田中  三惠子議員

※

道
の
駅
に
温
泉
施
設
を

上
に
つ
な
が
る
一
方
、
多
額
の

初
期
投
資
や
維
持
管
理
コ
ス
ト

の
発
生
な
ど
、
財
政
面
や
運
営

コ
ス
ト
に
お
い
て
多
く
の
課
題

が
想
定
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
、

町
が
事
業
化
す
る
こ
と
は
極
め

て
困
難
で
あ
る
。

問
　
道
の
駅
は
松
島
に
近
い
の

で
、
観
光
客
を
呼
び
寄
せ
る
た

め
思
い
切
っ
た
投
資
が
必
要
で

は
な
い
か
。

答
　
町
長
　
確
か
に
思
い
切
っ

た
投
資
を
し
な
い
と
何
に
も
で

き
な
い
。
将
来
的
に
「
防
災
道

の
駅
」
と
し
て
も
整
備
で
き
な

い
か
、
今
模
索
し
て
い
る
。

し
た
い
。

問
　
町
民
が
安
心
し
て
暮
ら
し

て
い
け
る
ま
ち
づ
く
り
を
、
ど

の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

答
　
町
長　
私
の
最
重
要
課
題

と
し
て
位
置
付
け
、
計
画
的
に

取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。
防
災
、
減
災
、
医

療
、
福
祉
、
子
育
て
支
援
、
教

育
、
生
活
基
盤
の
整
備
な
ど
、

課
題
に
応
じ
優
先
度
を
整
理
し
、

財
源
の
確
保
や
関
係
機
関
と
の

調
整
を
図
り
な
が
ら
、
着
実
に

進
め
て
い
く
。

問
　
町
で
唯
一
に
ぎ
わ
い
の
あ

る
道
の
駅
を
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
す

る
事
が
さ
ら
な
る
活
気
の
あ
る

ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が
っ
て
い

く
と
考
え
る
。
そ
の
た
め
に
も

温
泉
施
設
を
つ
く
り
、
交
流
人

口
増
加
、
町
民
の
健
康
増
進
の

た
め
是
非
と
も
進
め
て
ほ
し
い

事
業
と
考
え
る
が
、
町
長
の
見

解
は
。

答
　
町
長
　
道
の
駅
が
本
町
の

活
力
創
生
を
担
う
重
要
な
拠
点

で
あ
る
と
い
う
こ
と
の
認
識
に

は
、
深
く
同
意
す
る
。

　
温
泉
施
設
の
併
設
は
魅
力
向

問
　
町
民
と
約
束
し
た
【
町
民

と
共
に
進
め
る
新
し
い
大
郷

町
】
を
掲
げ
、
新
町
長
に
就
任

し
て
間
も
な
く
１
年
が
た
と
う

と
し
て
い
る
。
町
長
が
掲
げ
た

公
約
の
６
本
の
柱
の
進
捗
状
況

が
な
か
な
か
見
え
て
こ
な
い
。

　
公
約
を
ど
の
よ
う
に
し
て
実

現
す
る
の
か
。

答
　
町
長　
町
民
の
皆
さ
ま
と

の
お
約
束
と
し
て
、
現
在
、
計

画
的
に
取
り
組
み
を
進
め
て
い

る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
施
策
に
つ
い

て
は
、
財
源
の
精
査
や
関
係
機

関
と
の
調
整
を
進
め
て
お
り
、

進
捗
状
況
に
は
段
階
の
違
い
は

あ
る
が
、
優
先
度
や
費
用
対
効

果
を
踏
ま
え
、
実
現
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
い
く
。

問
　
い
つ
ま
で
に
調
整
し
、
結

果
が
出
る
の
か
。

答
　
町
長　
で
き
る
こ
と
に
つ

い
て
は
、
９
月
定
例
会
頃
に
出

町長公約の進捗状況は

一
般
質
問

▲町民の健康増進のため（大崎市・豆坂温泉）

赤間　則幸議員

（町長）実現に向けて取り組んでいく

あか ま のり ゆき
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一
般
質
問

問
　年
代
別
の
人
口
は
。

答
　町
長
　
町
の
総
合
計
画
で

は
、
出
生
率
の
改
善
や
移
住
促

進
な
ど
の
施
策
を
前
提
に
、
令

和
17
年
時
点
で
６
９
５
２
人
を

目
標
と
し
て
お
り
、
14
歳
以
下

の
年
少
人
口
は
７
３
５
人
10
・

６
％
、
15
歳
か
ら
64
歳
の
生
産

人
口
は
３
６
５
６
人
52
・
６
％
、

65
歳
以
上
の
老
年
人
口
は
２
５

６
１
人
、
36
・
８
％
と
な
っ
て

い
る
。

問
　町
が
保
有
す
る
施
設
・
縁

の
郷
・
庁
舎
・
文
化
会
館
は
ど

▲１日も早く解消してほしい　　　　　　　　　　　　

中東情勢による影響の把握は

（町長）

問
　ナ
フ
サ
不
足
が
生
じ
、
さ

ま
ざ
ま
な
業
種
に
影
響
が
出
始

め
て
い
る
。
事
業
を
継
続
し
て

い
く
の
に
困
難
と
認
め
た
場
合
、

町
と
し
て
具
体
的
な
支
援
は
行

わ
な
い
の
か
。

答
　町
長
　世
界
情
勢
に
起
因

す
る
構
造
的
課
題
で
は
あ
る
が
、

地
域
経
済
を
支
え
る
事
業
者
へ

の
支
援
は
必
要
だ
と
考
え
て
い

る
。
　

　
ま
ず
は
国
や
県
の
強
力
な

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
資
金
や
制

度
融
資
な
ど
を
迅
速
に
活
用
で

き
る
よ
う
、
商
工
会
と
も
連
携

し
な
が
ら
、
経
営
や
金
融
に
係

る
伴
走
支
援
を
行
っ
て
い
く
。

問
　町
独
自
で
の
金
銭
的
な
支

援
・
補
助
金
な
ど
を
期
待
し
て

い
る
事
業
者
も
少
な
く
な
い
。

町
と
し
て
の
具
体
的
な
対
応
は
。

答
　町
長
　直
接
的
な
現
金
給

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

答
　町
長
　
多
く
の
施
設
が
耐

用
年
数
を
迎
え
る
中
、
公
共
施

設
整
備
計
画
に
基
づ
き
建
て
替

え
や
長
寿
命
化
を
検
討
し
て
い

く
。

問
　役
場
庁
舎
の
建
て
替
え
は
。

答
　財
政
課
長
　
10
年
後
に
お

い
て
は
、
当
然
、
新
た
な
庁
舎

と
い
う
も
の
も
検
討
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
等
結

成
し
な
が
ら
、
建
て
替
え
の
場

合
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
し
て
、

令
和
17
年
度
開
庁
を
目
指
す
も

の
と
し
て
考
え
て
い
る
。

付
は
、
財
源
の
公
平
性
や
持
続

可
能
性
の
観
点
か
ら
慎
重
な
判

断
が
必
要
で
あ
る
が
、
事
業
者

の
期
待
も
あ
る
と
受
け
止
め
て

い
る
。

　
国
や
県
に
よ
る
事
業
者
支
援

策
の
情
報
を
迅
速
に
入
手
し
、

事
業
者
に
対
し
て
の
情
報
提
供

な
ど
必
要
な
対
応
を
し
て
い
く
。

問
　ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に

磐
越
高
速
道
で
高
校
生
を
亡
く

す
と
い
う
痛
ま
し
い
事
故
が

あ
っ
た
。
部
活
動
遠
征
時
等
の

安
全
管
理
に
問
題
が
な
い
か
。

答
　教
育
長
　
こ
れ
ま
で
も
学

校
に
お
い
て
、
引
率
教
員
の
適

正
な
配
置
や
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

の
事
前
確
認
な
ど
を
実
施
し
て

お
り
、
安
全
管
理
に
問
題
は
な

い
と
認
識
し
て
い
る
。

　
こ
の
度
の
磐
越
自
動
車
道
の

事
故
を
受
け
、
県
教
育
委
員
会

か
ら
「
移
動
を
伴
う
部
活
動
の

事
故
防
止
」
に
関
し
て
の
通
知

が
あ
り
、
こ
の
通
知
に
準
じ
、

さ
ら
な
る
事
故
防
止
と
安
全
管

理
に
努
め
て
い
く
。

部
活
動
遠
征
時
の

安
全
管
理

部
活
動
遠
征
時
の

安
全
管
理

10
年
後

　町
の
未
来
図

10
年
後

　町
の
未
来
図

調達遅延・価格高騰の事例を認識

議員
すず き とし ひろ

鈴木　利博

木
造
住
宅
耐
震
改
修

町
議
会
の
解
散
請
求

署
名

し
て
い
く
。

問
　
新
耐
震
基
準
で
１
９
８
１

年
〜
２
０
０
０
年
に
建
築
さ
れ

た
木
造
住
宅
を
助
成
対
象
と
す

る
対
応
は
。

答
　
町
長
　
今
年
度
中
の
助
成

制
度
改
正
に
向
け
て
現
在
、
具

体
的
な
準
備
を
進
め
て
い
る
。

問
　
裁
判
で
控
訴
を
断
念
し
た

理
由
は
。

答
　
選
挙
管
理
委
員
長
　
控
訴

す
る
た
め
の
新
た
な
証
拠
が
な

い
こ
と
か
ら
、
選
管
と
し
て
も

町
の
判
断
を
受
け
止
め
た
。

問
　
判
決
を
受
け
て
何
が
不
足

し
て
い
た
か
検
証
は
。

答
　
選
挙
管
理
委
員
長
　
不
足

が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
の

指
摘
は
真
摯
に
受
け
止
め
て
い

る
。

問
　
弁
護
士
費
用
は
。

答
　
町
長
　
着
手
金
が
33
万
円
、

報
酬
金
が
22
万
円
と
な
り
、
予

備
費
で
対
応
し
た
。

※
代
理
受
領
制
度
…
申
請
者
に
代

わ
っ
て
事
業
者
が
補
助
金
を
受
け
取

る
こ
と
で
、
申
請
者
の
負
担
を
軽
減

す
る
制
度
。

る
と
、
約
７
７
２
０
円
必
要
と

な
り
、
１
人
当
た
り
毎
月
９
２

０
円
不
足
す
る
。
低
減
化
す
る

こ
と
は
難
し
い
。

問
　
介
護
保
険
料
の
減
免
や
徴

収
猶
予
の
実
績
は
。

答
　
町
長　
減
免
・
猶
予
の
実

績
は
な
い
。

問
　
国
の
負
担
を
増
や
す
要
望

の
継
続
を
。

答
　
町
長　
今
年
も
い
ろ
ん
な

場
面
を
通
し
な
が
ら
強
く
要
望

し
て
い
く
。

問
　
耐
震
改
修
が
停
滞
し
て
い

る
理
由
と
、
そ
の
対
策
は
。

答
　
町
長
　
補
助
金
を
利
用
し

て
も
、
自
己
負
担
が
数
百
万
円

規
模
に
な
る
た
め
。

　
今
後
の
対
策
と
し
て
、
広
報

紙
や
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
継

続
的
な
周
知
に
加
え
、
住
宅
所

有
者
へ
の
訪
問
や
個
別
通
知
の

送
付
な
ど
情
報
提
供
を
し
て
い

く
。

問
　
代
理
受
領
制
度
を
検
討
す

べ
き
で
は
。

答
　
町
長
　
要
綱
の
改
正
や
手

続
き
フ
ロ
ー
の
作
成
な
ど
、
令

和
９
年
度
施
行
に
向
け
て
準
備

問
　
介
護
保
険
料
は
、
な
ぜ
高

い
の
か
。

答
　
町
長　
さ
ま
ざ
ま
な
要
因

が
重
な
り
、
高
い
金
額
に
な
っ

て
い
る
。
サ
ー
ビ
ス
利
用
件
数
、

利
用
料
共
に
増
加
し
、
人
口
減

少
が
進
み
、
１
人
当
た
り
の
負

担
が
増
加
し
て
い
る
。

問
　
第
10
期
の
介
護
保
険
事
業

計
画
で
は
、
介
護
保
険
料
の
低

減
化
対
策
が
必
要
と
考
え
る
が
。

答
　
町
長　
年
々
介
護
サ
ー
ビ

ス
費
用
は
増
加
し
て
お
り
、
６

年
度
約
10
億
６
８
０
０
万
円
、

７
年
度
で
は
約
11
億
３
６
０
０

万
円
で
あ
り
、
６
８
０
０
万
円

増
加
し
て
い
る
。
８
年
度
当
初

予
算
で
は
さ
ら
に
増
加
し
、
約

12
億
６
３
０
０
万
円
を
見
込
ん

で
い
る
。

　
６
年
度
、
７
年
度
の
実
績
と

８
年
度
の
予
算
額
で
改
め
て
第

９
期
計
画
の
基
準
額
を
試
算
す

「介護保険料」低減化の見通しは

一
般
質
問

▲介護保険の国庫負担引き上げを

議員

（町長）年々サービス費用が増え、難しい

かま だ あき ふみ

鎌田　暁史

※

し
ん
し
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一
般
質
問

重
要
と
考
え
て
い
る
。

　
企
業
が
行
う
開
発
計
画
に
対

し
、
関
係
法
令
な
ど
に
基
づ
く

手
続
き
の
支
援
や
、
必
要
な
イ

ン
フ
ラ
整
備
に
関
す
る
協
議
を

行
う
な
ど
、
円
滑
な
事
業
推
進

に
向
け
た
環
境
づ
く
り
に
努
め

て
い
る
。

な ぜ 観 光 の 振 興 か

（町長）

問
　観
光
資
源
の
魅
力
を
発
信

し
て
い
く
具
体
的
な
考
え
を
伺

う
。
「
道
の
駅
」
を
ど
う
し
て

い
く
の
か
。

答
　町
長
　地
域
活
性
化
の
拠

点
と
考
え
て
お
り
、
今
後
は
目

的
地
と
し
て
選
ば
れ
る
道
の
駅

を
目
指
し
て
い
く
。
そ
の
た
め

の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
開
催
し
、

人
が
集
う
に
ぎ
わ
い
空
間
を
創

出
で
き
る
よ
う
取
り
組
む
。

問
　「
縁
の
郷
」
は
ど
う
す
る

の
か
。

答
　町
長
　過
去
２
年
間
、
指

定
管
理
者
の
公
募
を
行
っ
た
が
、

応
募
者
が
い
な
い
。
こ
れ
ま
で

の
発
想
を
転
換
し
た
活
用
方
法

を
模
索
し
て
い
く
。

問
　他
の
観
光
資
源
と
は
。

答
　町
長
　
歴
史
や
文
化
、
豊

か
な
自
然
に
恵
ま
れ
た
観
光
資

源
が
点
在
し
て
い
る
。
そ
れ
ら

問
　「
若
者
子
育
て
世
帯
定
住

促
進
奨
励
金
」
の
内
容
を
見
直

し
て
は
。

答
　町
長
　
こ
れ
ま
で
町
内
へ

の
定
住
促
進
に
一
定
の
効
果
を

上
げ
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る

が
、
社
会
情
勢
や
住
宅
取
得
の

実
態
の
変
化
を
踏
ま
え
、
制
度

の
効
果
検
証
を
行
っ
て
い
く
。

の
資
源
を
線
で
つ
な
ぎ
、
道
の

駅
を
情
報
発
信
の
ハ
ブ
と
し
、

S
N
S
を
活
用
し
た
積
極
的
な

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
展
開
し
、

本
町
の
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い

く
。

問
　ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
誘

致
と
移
動
販
売
車
導
入
の
進
行

状
況
は
。

答
　町
長
　
こ
れ
ま
で
複
数
の

企
業
と
協
議
し
て
き
た
。
現
在
、

そ
の
用
地
や
形
態
な
ど
も
含
め

具
体
に
調
整
し
て
い
る
が
、
ま

だ
示
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
移
動
販
売
車
は
ス
ー
パ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
進
出
企
業
と
の
連

携
の
も
と
に
実
施
で
き
れ
ば
と

考
え
て
い
る
。

問
　民
間
企
業
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を

生
か
し
た
住
宅
用
地
整
備
へ
の

関
わ
り
方
は
。

答
　町
長
　
定
住
人
口
の
確
保

と
地
域
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、

民
間
企
業
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か

し
た
住
宅
用
地
整
備
の
推
進
が

ス
ー
パ
ー
誘
致
の

状
況
は

ス
ー
パ
ー
誘
致
の

状
況
は

住
環
境
整
備
支
援
は

住
環
境
整
備
支
援
は

町内全域を巡る人の流れ創出

赤間　繁幸
あか ま しげ ゆき

議員

▲町民が利用しやすい道の駅へ

問
　
緑
地
帯
の
整
備
は
。

答
　
町
長
　
粕
川
地
区
防
災
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
西
側
の

広
場
に
芝
の
種
子
散
布
を
行
う

と
と
も
に
、
広
場
を
囲
む
ア
ス

フ
ァ
ル
ト
舗
装
や
防
護
柵
の
設

置
を
計
画
し
て
い
る
。

問
　
水
害
の
記
憶
を
風
化
さ
せ

な
い
施
策
は
。

答
　
町
長
　
被
災
の
経
験
と
教

訓
を
次
世
代
へ
つ
な
ぐ
た
め
、

防
災
訓
練
の
実
施
や
、
ミ
ズ
ベ

で
乾
杯
な
ど
で
啓
発
活
動
を

行
っ
て
い
る
。

問
　
ミ
ズ
ベ
で
乾
杯
は
恒
久
的

開
催
か
。

答
　
町
長
　
「
大
郷
町
か
わ
ま

ち
づ
く
り
協
議
会
」
に
お
い
て

決
定
す
る
内
容
で
あ
る
。

問
　
60
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
再
編
入

に
向
け
た
同
意
は
１
０
０
％
得

ら
れ
た
の
か
。

答
　
町
長
　
60
ヘ
ク
タ
ー
ル
の

地
権
者
お
よ
び
耕
作
者
、
併
せ

て
75
名
全
員
か
ら
「
編
入
を
希

望
す
る
」
と
回
答
を
得
た
。

※
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
ベ
ー
ス
（
水
防
災

拠
点
）
…
河
川
の
掘
削
土
を
活
用
し

て
造
成
さ
れ
る
盛
土
拠
点
。
災
害
時

は
防
災
・
減
災
拠
点
。
平
時
は
地
域

活
性
化
に
活
用
さ
れ
る
。

想
定
し
て
い
る
。
多
く
の
利
用

者
の
皆
さ
ま
に
喜
ば
れ
、
親
し

ま
れ
る
機
能
を
備
え
た
魅
力
あ

る
交
流
拠
点
施
設
と
な
る
よ
う
、

し
っ
か
り
と
検
討
を
進
め
て
い

く
。

問
　
建
築
後
の
交
流
拠
点
施
設

の
指
定
管
理
者
の
公
募
は
。

答
　
復
興
推
進
課
長　
現
在
調

整
し
て
い
る
。

問
　
飲
食
テ
ナ
ン
ト
お
よ
び
イ

ベ
ン
ト
出
店
者
に
つ
い
て
は
。

答
　
復
興
推
進
課
長
　
今
、
調

整
を
進
め
て
い
る
。

問
　
大
郷
町
か
わ
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
が
改
選
に
よ
り
新
た
な

メ
ン
バ
ー
で
協
議
が
行
わ
れ
て

い
る
。
内
容
を
伺
う
。

答
　
復
興
推
進
課
長
　
協
議
会

は
年
４
回
を
想
定
し
て
い
る
。

４
月
に
一
度
開
催
し
て
い
る
。

問
　
河
川
敷
を
利
用
し
た
各
エ

リ
ア
の
概
要
は
。

答
　
町
長
　
「
か
わ
ま
ち
づ
く

り
計
画
」
に
お
い
て
、
多
目
的

広
場
を
は
じ
め
、
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
場
、
キ
ャ
ン
プ
場
、
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
場
、
そ
し
て
ド
ッ
グ
ラ

ン
と
い
っ
た
施
設
整
備
を
計
画

し
て
い
る
。

問
　
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
ベ
ー
ス
の

進
捗
状
況
は
。

答
　
町
長　
第
２
回
か
わ
ま
ち

づ
く
り
事
業
に
関
す
る
調
査
特

別
委
員
会
に
お
い
て
、
国
土
交

通
省
か
ら
「
令
和
12
年
度
中
の

完
成
予
定
」
と
の
説
明
が
あ
り
、

現
在
も
計
画
工
程
ど
お
り
順
調

に
進
ん
で
い
る
と
伺
っ
て
い
る
。

問
　
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
ベ
ー
ス
の

用
水
路
の
上
流
部
分
が
深
さ
1.5

メ
ー
ト
ル
あ
り
、
転
落
の
危
険

性
が
あ
る
。
危
険
防
止
策
を
施

し
て
ほ
し
い
と
の
要
望
が
あ
る
。

今
後
の
対
応
は
。

答
　
復
興
推
進
課
長　
国
の
工

事
の
中
で
、
そ
ち
ら
の
対
策
も

し
て
い
た
だ
け
る
の
か
相
談
、

調
整
を
進
め
て
い
き
た
い
。

問
　
交
流
拠
点
施
設
の
予
定
は
。

答
　
町
長　

レ
ジ
リ
エ
ン
ス

ベ
ー
ス
の
盛
土
が
完
了
し
た
の

ち
、
令
和
13
年
の
工
事
着
手
を

かわまちづくりの進捗は

一
般
質
問

▲復興のシンボル

（町長）計画どおり進めていく

鈴木　安則議員
すず き やす のり

粕
川
地
区
防
災

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー

Ｓ
Ｓ
Ｐ
予
定
地
の

基
盤
整
備
再
編
入
は

※

令和８年８月
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２割増商品券、イノシシ対策費を計上

町議会解散請求に関する調査特別委員会 これまでに以下の活動を行いました。

第３回
臨時会
６月29日

商品券発行事業補助金
550万円

鳥獣被害防止施設購入事業補助金
100万円

国からの物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金を財源として、
２割増商品券を発行し、 地域経済の活性化を促進する。 
•額面6000円の商品券を5000円で5000セット販売
•９月から販売し、12月までの使用期限とする予定
鳥獣被害防止施設（電気柵、金属柵など）の購入に要する経費の一
部を補助する。 申請の増加により、増額したもの。

議会の主な動き（4/1～6/30）
月　日 用　　　　　務 用　　　　　務

すくすくゆめの郷こども園入園式
広報広聴常任委員会
春の交通安全運動大郷町開始式
町議会解散請求に関する調査特別委員会・大郷中学校入学式
広報広聴常任委員会・大郷小学校入学式
宮城黒川地方町村議会議長会定例会議［仙台市］
総務産業常任委員会視察研修［石巻市］
黒川地方市町村議会連絡協議会監事会並びに役員会［富谷市］
教育民生常任委員会
宮城黒川地方町村議会議長会正副会長会議・監事会［仙台市］
黒川地方市町村議会連絡協議会総会［富谷市］
日本赤十字社宮城県支部へ訪問［仙台市］
議員全員協議会・議会運営委員会
仙台北部道路建設促進期成同盟会監査
2026原水爆禁止国民平和大行進宮城県実行委員会の要請に応対
宮城県町村議会議長会臨時総会・宮城黒川地方町村議会議長会臨時総会［仙台市］
黒川地域行政事務組合議会運営協議会・臨時会［大和町］
全国町村議会議長・副議長研修会［東京都］

議会運営委員会
江合・鳴瀬・吉田川水系改修促進期成同盟会並びに鳴瀬川総合開発促進期成同盟会総会［大崎市］
第２回（６月）定例会
広報広聴常任委員会
町議会解散請求に関する調査特別委員会
吉田川大規模災害関連事業完成式
教育民生常任委員会
大郷町消防団消防演習・黒川地区支部操法大会
広報広聴常任委員会
総務産業常任委員会視察研修［千葉県多古町・睦沢町］
教育民生常任委員会視察研修［静岡県清水町・吉田町］
宮城黒川地方町村議会議長視察研修［佐賀県・長崎県］
議会改革調査特別委員会視察研修［大衡村・松島町］
議会報告会［大松沢社会教育センター・粕川地区防災コミュニティセンター］
議会報告会［ふれあいセンター 21・中村分館］
第３回臨時会
広報広聴常任委員会・議会改革調査特別委員会
町議会解散請求に関する調査特別委員会

月　日
4/1
4/3
4/6
4/8
4/9
4/16
4/21
4/28
5/1
5/7
5/13
5/15
5/19
5/20
5/21
5/22

5/26

5/27
5/28
6/2～5
6/2
6/5
6/6
6/11
6/14
6/16

6/17～19
6/22～24
6/24～26
6/26
6/27
6/28
6/29

6/30

議案第37号　国民健康保険特別会計補正予算（第１号）は歳入歳出それぞれ528万3千円を追加し、総額
10億2560万2千円となりました。療養費および高額療養費について、保険者間の調整による
もの。

議案第36号　一般会計補正予算（第３号）は歳入歳出それぞれ1158万1千円を追加し、総額57億9818万
9千円となりました。

第２回
令和８年４月８日

第３回
令和８年６月５日

第４回
令和８年６月30日

•令和６年12月18日の解散請求代表者証明書の交付から、令和８年３月11日の住民投票の中止決定
までの一連の経緯を委員間で情報共有
•調査対象、調査方法を整理
•再発防止策について建設的な議論・提言を行うことを確認 
•調査方法を協議・整理および選挙管理委員会等に質問状を提出することを確認

•質問状の内容を精査・協議
•８月上旬の第５回委員会で質問状の回答を確認

議案採決結果一覧表

第
３
回

臨
時
会

石
垣
正
博

高
橋
重
信

熱
海
文
義

田
中
三
惠
子

金
須
新
一

鈴
木
恵
子

佐
々
木
和
夫

赤
間
則
幸

鈴
木
利
博

鎌
田
暁
史

赤
間
繁
幸

鈴
木
安
則

採
決
結
果

議　　　　案　　　　名
（略　称）分類

可
可

○
○
‐
‐

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

可：可決　　否：否決　　○：賛成　　●：反対　　退：退席　　欠：欠席
※可否同数でない限り、議長（石垣正博）は採決に加わらない。

（↑）は増額、（↓）は減額

特
別

会
計 国民健康保険（第１号）10億2560万2千円（528万3千円↑）
一般会計（第３号）　　　　　57億9818万9千円（1158万1千円↑） 議案第36号

議案第37号

補
正
予
算

問
　野
菜
の
品
質
や
価
格
等
の

メ
リ
ッ
ト
は
。

答
　町
長
　
有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
規
格

基
準
を
ク
リ
ア
し
た
農
産
物
と

し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
特
徴
を
持

つ
。
野
菜
本
来
の
う
ま
味
・
甘

み
が
凝
縮
さ
れ
や
す
い
傾
向
が

あ
る
。

問
　オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ

宣
言
を
ど
の
よ
う
に
ア
ピ
ー
ル

し
て
い
く
の
か
。

答
　町
長
　
学
校
給
食
へ
の
食

問
　農
業
者
等
の
メ
リ
ッ
ト
は
。

答
　町
長　
病
害
虫
対
策
な
ど

労
働
力
の
確
保
な
ど
の
難
し
さ

が
あ
る
が
、
有
機
農
業
に
取
り

組
む
こ
と
は
信
頼
さ
れ
る
生
産

者
と
し
て
認
知
さ
れ
る
。
ま
た
、

高
付
加
価
値
の
農
産
物
と
し
て

販
売
し
て
い
く
こ
と
も
可
能
で

あ
る
。

問
　米
や
牛
肉
が
寄
付
額
の
上

位
を
占
め
て
い
る
が
、
今
年
度

は
、
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く

の
か
。

答
　町
長　
人
気
の
高
い
お
米

は
農
業
法
人
と
の
連
携
に
よ
り

数
量
確
保
に
努
め
る
。
新
た
な

返
礼
品
の
発
掘
、
イ
ベ
ン
ト
へ

の
参
加
、
S
N
S
の
活
用
な
ど

に
よ
る
Ｐ
Ｒ
を
図
る
。

問
　企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
の

取
り
組
み
は
。

答
　町
長　
企
業
訪
問
の
実
施

や
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
な
ど
、

企
業
と
の
関
係
構
築
に
努
め
る
。

問
　寄
付
金
は
ど
の
よ
う
に
活

用
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答
　町
長　
産
業
・
健
康
・
教

育
・
協
働
の
選
択
肢
か
ら
指
定

し
て
い
た
だ
き
、
各
事
業
に
充

当
し
て
い
る
。

ふるさと納税の有効活用を

一
般
質
問

▲有機ＪＡＳ認証取得を目指す農地

▲コウノトリが飛来した本町の農地

（町長）新たな返礼品の発掘を図っていく

議員

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク

ビ
レ
ッ
ジ

ささ き かず お

佐々木  和夫

材
提
供
や
道
の
駅
で
の
有
機
農

産
物
コ
ー
ナ
ー
の
設
置
を
予
定

し
て
い
る
。
郷
の
有
機
特
別
栽

培
米
等
の
取
り
組
み
を
強
化
し

「
安
全
・
安
心
な
農
産
物
を
生

産
し
て
い
る
町
」
と
し
て
発
信

し
て
い
く
。

※
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ
…
農
林

水
産
省
が
推
進
す
る
、
有
機
農
業
の

生
産
か
ら
消
費
ま
で
一
貫
し
た
取
り

組
み
を
地
域
ぐ
る
み
で
進
め
る
市
町

村
。

※

令和８年８月
№223

おおさとおおさと
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おおさとおおさと

次回定例会

9月3日㈭から

9月18日㈮まで

午前10時～

ライブ中継と録画を動画サイ
ト「YouTube（ユーチュー
ブ）」にて、配信しています。
下記のQRコードよりご覧に
なれます。

編
集
後
記

委
　員
　長

 高
橋

　重
信

副
委
員
長

 鎌
田

　暁
史

委

　
　員

 鈴
木

　安
則

　
　
　
　
　赤
間

　繁
幸

　
　
　
　
　鈴
木

　恵
子

　
　
　
　
　田
中
三
惠
子

広
報
広
聴
常
任
委
員
会

　今
年
も
大
郷
小
６
年
生
が

定
例
会
を
傍
聴
し
、
感
想
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
議
会
を

身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
く
機

会
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

　議
会
報
告
会
で
は
た
く
さ

ん
の
ご
意
見
ご
要
望
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。
課
題
は
一
朝

一
夕
に
解
決
で
き
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
現
場
の

声
に
耳
を
傾
け
、
一
つ
一
つ

着
実
に
取
り
組
む
こ
と
が
議

会
の
責
任
だ
と
感
じ
て
い
ま

す
。　こ

れ
か
ら
も
分
か
り
や
す

く
親
し
み
や
す
い
広
報
づ
く

り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
引
き
続
き
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　鎌
田

　暁
史

菊地　路子 さん
（川内）

みちこきくち

町村議会議員講座（県自治会館）

７/２ 「人口減少時代の地方議会のあり方」

東京都立大学人文社会学部教授　山下　祐介　氏

７/３ 「これからの地方議会と地方議員」
東京都立大学法学部教授　大杉　　覚　氏

大
郷
の
未
来
を
担
う
子
供
た
ち
の

学
び
を
支
え
た
い

大
郷
の
未
来
を
担
う
子
供
た
ち
の

学
び
を
支
え
た
い

大
郷
の
未
来
を
担
う
子
供
た
ち
の

学
び
を
支
え
た
い

大
郷
の
未
来
を
担
う
子
供
た
ち
の

学
び
を
支
え
た
い

　
３
年
前
に
大
郷
町
へ
転
居
し
て
き
た
時
、
夜
空
に
浮
か

ぶ
星
の
美
し
さ
に
感
動
し
ま
し
た
。
豊
か
な
自
然
と
温
か

い
人
に
囲
ま
れ
た
こ
の
町
が
大
好
き
で
す
。
だ
か
ら
こ

そ
、
次
世
代
を
担
う
子
供
た
ち
の
教
育
環
境
の
充
実
を

願
っ
て
い
ま
す
。

　
近
隣
市
町
村
で
は
、
放
課
後
に
学
習
や
体
験
活
動
を
行

う
﹁
放
課
後
子
供
教
室
﹂
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
大
郷

町
で
も
こ
う
し
た
場
を
設
け
、
将
来
的
に
は
、
町
長
が
公

約
に
掲
げ
て
い
る
﹁
町
塾
﹂
の
開
講
へ
と
つ
な
げ
て
ほ
し

い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
子
供
た
ち
の
学
習
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
仕
組
み
が
で
き
れ
ば
、
町
全
体
の
学
力
向
上
や
、
安

心
で
き
る
居
場
所
づ
く
り
に
な
る
と
考
え
ま
す
。
基
礎
学

力
は
子
供
た
ち
の
夢
の
土
台
と
な
り
ま
す
。
私
自
身
、
将

来
は
そ
の
﹁
町
塾
﹂
な
ど
の
場
で
、
子
供
た
ち
の
学
び
を

支
え
る
お
手
伝
い
が
で
き
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。
議
会

の
皆
様
に
は
、
大
郷
の
宝
で
あ
る
子
供
た
ち
の
未
来
に
向

け
た
、
積
極
的
な
教
育
施
策
の
推
進
を
期
待
い
た
し
ま

す
。

　５月１５日、令和８年４月岩手県大槌町で発生

した林野火災によって被災された方々の生活

を支援するため、義援金を贈りました。

大槌町
林野火災義援金

日本赤十字社を通し被災地支援に

義援金額　１２万円

20
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